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概 要：

当会議は「ヒューマンコンピュータインタラクション」，すなわち人間とコンピュータシステムとの相互作

用についての研究分野の一つであり，近年成長が著しい「テーブルトップ」と呼ばれる分野に関する，唯一

の国際会議である。テーブルという日常生活で誰もが常に触れている領域を情報世界への一アクセス手段と

することで，従来のコンピュータの使用形態に囚われない，生活環境における新しい人間と機械との関わり

方を提案していくことを目的としている。

これまでこの分野では米欧に加え日本でも多くの研究がなされてきており，その帰結として 2011 年度の日

本開催が決定した。特に日本では家電メーカーや事務機器メーカーなどの民間企業が積極的に当該分野での

製品開発を進めているため，産学の交流が強く期待されている。

今回の会議では基礎的な技術から応用まで幅広い内容の発表が集まった。ベストペーパー賞を受賞した発

表はバイオ系のラボでのテーブルトップシステムの応用についての研究であり，本分野の応用範囲の広さを

示すものであった。また，今回は 19 カ国から 147 名の参加があった。うち海外からの参加者は 83 名で，韓

国・中国・台湾・インド・オーストラリア・ニュージーランドと，アジア・オセアニア圏からの参加者が増

加した。また，国内の多数の企業・大学から協賛があり，本分野での日本の存在感をアピールすることがで

きた。
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概 要：

本国際会議では，警備・安全・災害対応分野のロボットシステムを対象として研究発表と討議を行い，国

際交流とそれに基づく研究の発展を目的とする。本国際会議により得られた成果として，社会的効果と学術

的効果を挙げる。

社会的効果としては，東日本大震災が発生した年に世界各国の研究者が集い，実際に行われている災害対

応を議論できたことは意義が大きいことである。特に本国際会議で発表されたロボットが福島第一原子力発

電所に投入されており，その活動を公開した。さらに，世界中の災害に関わる研究者の英知を結集して今後

のあり方を議論した。

学術的効果としては，本国際会議は，米国電気電子学会 (IEEE) と NPO法人国際レスキューシステム研

究機構の共催で開催した。発表される全ての論文は IEEE のウェブサイト「IEEE Xplore」で公開されるため，

世界 150 カ国 38万人以上の IEEE の会員だけでなく，多くの研究者や学生にも公開される。本会議の成果を

広く公開することは今後の当該分野の学術的発展に大きく寄与すると考えられる。
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